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〔抄 録〕
W.B.Yeatsはリフ レイ ンを見事 に活用 した詩 人 と して知 られ てい る。 イェイツの リ
フ レイ ンを分析 した研 究 は多 く見 られ るが、 不 思議 な ことに、`Stare'sNestbyMy
Window'での リフレインを取 り上げた研 究 はほ とんどない。
そ こで本小論 はリフ レイ ンに焦点 を当て`Stare'sNestbyMyWindow'の解釈 を試 み
ようと思 う。
結論 どしては、 リフレイ ンに内包 され る意味が、繰 り返 され るごとに変化 を し、詩
全体 に多重的な意味 を付加 する もの として機能 している ことがわかった。
なお本小論 は、 日本イェイツ協会 第39回大会 での ワー クショップ 「『塔 』 をめ ぐる2
篇の詩 を読む」で発 表 した内容の一部を大 幅に加筆 した ものである。
キ ー ワ ー ドW.B.Yeats、"Stare'sNestbyMyWindow"、リ フ レ イ ン
はじめに
1922年、 アイルラ ン ド自由国が成立。英 国の植民地 支配か ら脱 し、平和 と繁栄が訪 れるか と
思 われていた。 しか し北部6州(現 北アイ ルラン ド)の 帰属 をめ ぐり、 アイルラ ン ド内部 で対
立が発 生、 同 じ民族 同士 が血 を流 し合 う内戦へ と発 展 した(翌1923年まで続 く)。W.BYeats
(1865-1939)の住 む、 アイルラ ン ド西部の町 ゴールウェイ も戦火 に巻 き込 まれ た。 そのよ うな
状況 で作 られたのが、今 回取 り上げ る`Stare'sNestbyMyWindow'(1922)(1)であ る。 この とき















要 約 す る と、 「イ ェ イ ッ 自 身 、 内 乱 で 何 が 起 き て い る の か わ か ら な い な か で 、 死 体 が 運 ば れ る の
を 目撃 し た り、 爆 発 音 を 聞 き 、 そ の 煙 を 目撃 し た り し て 、 恐 怖 を 感 じ て い た 。 椋 鳥 が 窓 際 の 壁
の 穴 に 巣 を作 っ た の を 見 て 、 そ の 時 の 感 情 か ら詩 を作 っ た 。 そ し て 蜜 の 香 り が す る は ず の な い
場 所 で 、 そ の 香 り を 嗅 い だ の だ 。 そ の よ う な 時 は い つ も あ る 考 え が 浮 か ん だ 」 と い う こ と に な
る 。 イ ェ イ ツ が 恐 怖 に 直 面 し て い る 様 子 や 、 詩 作 の 動 機 を う か が い 知 る こ と が で き る 。




「『椋 鳥 ノ 空 キ 家 二 来 テ 巣 ヲ作 ッ テ ク レ 』 と い う力 強 い リ フ レ イ ン は 、 創 造 性 の 象 徴 で あ る 蜜 蜂
に 、 『我 が 壁 が 緩 ん で い る 』 と 嘆 く、 閉 じ込 め ら れ た 詩 人 の も とへ 再 び や っ て き て く れ 、 と い う
懇 願 で あ る 」 と い う こ と で あ る 。 だ が 、 「力 強 い リ フ レ イ ン」 と は 、 ど の よ う に 力 強 い の で あ ろ
う か 。 確 か に 、 同 じ語 句 を 繰 り返 す リ フ レ イ ン は 、 繰 り返 さ れ る た び に 強 調 さ れ て 力 強 さ が 増
す が 、 同 時 に 単 調 さ も増 す 。 し た が っ て リ フ レ イ ン を繰 り返 す こ と は 、 単 調 さ に 陥 る 危 険 を 犯
し て の こ と で あ り、 そ こ に は な に か し らの 強 い 意 図 が あ る は ず で あ る 。 だ か ら こ そ 、 「再 び や っ
て き て く れ 」 と い う 懇 願 の 繰 り返 し で あ り、 単 に 力 強 さ を 演 出 す る 効 果 を 狙 っ た も の で あ る と
い う こ と だ け で は な く、 イ ェ イ ッ の 工 夫 が 隠 れ て い る も の と考 え る 。 そ こ で 本 小 論 は 、`Stare's
NestbyMyWindow'では あ ま り触 れ ら れ る こ と の な か っ た リ フ レ イ ン に 焦 点 を 当 て 、 本 作 品 の
全 体 像 を 考 え 直 そ う とい う 試 み で あ る 。
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蜜蜂 は緩んでい る石壁 の割れ 目に
巣 を作 る。そ してそ こに
母鳥が地虫や羽虫 を運ぶ。
我が壁が緩んでいる。蜜蜂 よ、
椋鳥 ノ空キ家二来テ巣 ヲ作 ッテク レ。
「蜜蜂 が巣 を作 り、 そ こに椋 鳥の母鳥が餌 を運 んでい るが、椋鳥 の巣 は空家だか ら、蜜蜂にやっ
て来 て もらい、巣 を作 って欲 しい」 と読め る。 しか し、 なぜ 蜜蜂の巣 に母鳥が餌 を運 ぶのだろ
うか。 だが空家 とい うの は椋鳥 の巣の ことなので、空家 に母鳥が餌 を運んでい た とい うことに
なる。 で は、蜜蜂 の巣 と椋鳥 の巣 は同 じものなのか、別 の もの なのか。読者 は完全 に混乱 して
しま う。前 に引用 した イェイツの言葉に よると、実際 には、石壁 の割れ 目に椋鳥 の巣 が存在 し
ていて、蜜蜂の巣は存在 していなかった。
この2つ の巣 の関係 を複雑 に している原因は、冒頭 か ら3行 は現在時制が使 われている こと
による。現 在時制 は、現在 の状態 を表す とい うことが一番 に思い起 こされ るが、 ここではそ う
ではな く、椋 鳥、蜜蜂の習性 を説 明 してい るもので ある と考 えられ る。つ ま り、蜜蜂 は割 れ 目
に巣 を作 るものだ し、椋鳥 も割 れ 目に巣を作 り、餌 を運 ぶ ものだ、 とい うことを言 っているの
ではなか ろうか。
この習性 の説 明の後、 イェイツは我 が石 壁、つ ま りイェイ ツが住むバ リリー塔 の壁 の割 れ 目
が、緩 み、広 がって いる とい う現 実を 目撃 し、 リフ レイ ンで 「椋鳥 ノ空キ家二来 テ巣 ヲ作 ッテ
ク レ」 と蜜蜂 に懇願す るのである。ひび割れが広が っている し、そ こに巣 を営 んでいた椋 鳥 も
いない、 だか らひび割れ を埋 めるべ く、蜜蜂 を呼ん で巣 を作 らせ るとい うことで あろうか。で
は、 なぜ 元の住 人で ある椋 鳥ではな く、蜜蜂が呼ばれ てい るのか。それ はブルー ムが言 うよう
に、蜜蜂 は創 造性 の象徴 であ り、 また蜂は、壊れた巣 を元 通 りに作 り直す習性が ある とい うこ
とか ら、緩み広が りつつあ る壁 を修繕 して欲 しい と、 密蜂に懇願 しているのであ る。
ここで もう一点気 がつ くことが ある。 この詩 の題 で は椋鳥の巣 を"stare'snest"と言 っている
が、 リフ レインでは"theemptyhouseofthestare"を「椋鳥 の空 き家」 と言 っている。"house"
を用 い る こと・で椋鳥 を擬人化 してい るの であろ うか 。 いやそれだ けでな く、"stare"は"stair"
「階段 」 と同音 である。つ ま り、 「椋 鳥」 と 「階段 」 をかけた地口で はないだ ろうか。 イェイツ
は文字 だけでな く、音で も楽 しませ る ように詩 を作 るこ とが広 く知 られてお り、音が重要 な役
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割を担 っている。 ここで は、 「椋 鳥」 を"starling"と綴 らず、 わざわ ざ西アイルラ ン ド方言 である
"stare"を使 ってい る。 イェイッが常 に椋鳥 をあ らわす言葉 として"stare"を用 いてい たので あれ
ば、ただの深読 みであるが、他の作品では 「椋 鳥」 として"starling"、"stare"両方 を使 ってお り、
どちらか に使用 を統一 してい たわ けで はな く、使 い分けてい た もの と考 え られる(4)。したが っ
て意図的に"stare"を使用 し、「椋鳥」 と 「階段」の2重 の意味 を持たせ ていたのではないだろ う
か。そ う解釈す る と"theemptyhouseofthestare"は「階段 の空 き家」 となる。すなわち螺旋 階
段 が張 り巡 らされた、イェイツの住 むバ リリー塔 を暗示 していることに気がつ く。「椋 鳥ノ空キ
家二来 テ巣 ヲ作 ッテ クレ」 とい う リフ レイ ンが 「階段 の空 き家 に来 て巣 を作 って くれ」 と、 巣
の中 に巣 を作 る とい う、抽象 的な意味 よ りも、 よ り具体 的 な意味 とな る。つ ま り石壁が 緩み、
割れ 目が広 が りゆ くことに詩人 は嘆 き、創造性 の象徴であ り、巣 を元通 りに修 理す る習性 を持
つ蜜蜂に、「塔 を修理 して くれ」 と祈 ってい るとも考 えることがで きるのではないだろ うか。
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我 々は閉 じ込め られ、そ して不確 さの上に
鍵が 回され る。 どこかで
人が殺 され、家が焼かれ る。
だが はっ きりとした事実 はわか らない。
椋鳥 ノ空 キ家二来 テ巣 ヲ作 ッテク レ。
イェイツ達 はどこに閉 じ込 め られてい るのだ ろ うか。 もち ろんバ リリー塔 であるが、明記 さ
れていないため、 閉 じ込 め られてい る場所 につ いて、読 者の想像 をた くま しくさせ る。 この場
所 には、 自ら閉 じこ もったのでは な く、閉 じ込 め られたのであ る。で は何 によって閉 じ込め ら
れたのであ ろうか。 それは内乱に よって 「人が殺 され、家が焼かれ る」 という恐怖 に よ り、 閉
じ込め られ ているのである。 しか し閉 じ込め られる ことによって、塔 の外 で何 が起 こって いる
のか、事件 の発生現場 を 目撃す るこ とはで きず、 また情報 ももた らされる ことがな く、「はっ き
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りとした事実 はわか らない」 状態 に陥 って しまったので ある。多 くのアイル ラン ド人が 内乱 に
よ り、苦 しみ、死 の恐怖 に直接 的に対峙 してい るの に対 して、 イェイ ツ自身は、 この苦 しみ、
恐 怖 を直接知 るこ とはで きず、社会的 に孤立 して しまっている。社会 か らも閉 じ込 め られて し
まった と言 える。 直接体 感で きない恐怖 ほ ど怖 い もの はない。 イェイツへ の精神的不安 は極 限
に まで達 していたであろ う。 しか し社会 的に阻害 されて いるため、 「不確 さの上 に鍵 が回 され」
て しまい、不安が解消 されないまま、緊張が続 くのである。
このあ とリフ レイ ンに入 る。 自分 は閉 じ込 め られて いて外 に出る ことは出来 ない し、情 報 も
持 って はい ない。そ こで 「椋 鳥 ノ空 キ家 二来 テ巣 ヲ作 ッテク レ」 と祈 る。"emptyhouseof
stare"は「情報が空 っぽの階段 の家」 すなわち、バ リリー塔 を象徴 している。で は誰 に(何 に)
懇願 しているのか。 ここで、 第1連 にはあ った、 「蜜蜂 よ」("honey-bees")という呼びかけが
な くなっている ことに気がつ く。 第1連 、第4連 には リフレインに先立 って、 この呼びかけが
あ り、蜜蜂 に対 して発せ られた懇願 である ことが表 明 されてい る。 しか し、第2連 、第3連 で
は呼 びか けが ない ため、必ず しも蜜蜂に対 して発 せ られた懇願ではない と考 えるこ とがで きる。
第1連 か らの流れ で、素直 に考 えれば、蜜蜂 に対 して発せ られた ものであ り、 「空 を自由に飛び
まわれる蜜蜂 に、塔の外 では何 が起 こってい るのか教 えて もらいたい。ぜ ひ とも塔 に巣 を作っ
て もらい、外 の社 会 と塔 を結 ぶ存在 になって欲 しい」 と求めてい ると解釈 で きる。 しか し、空
を飛 び回れ ることに重 きを置 くな らば、蜜蜂で ある必 要 もな く、元 々は椋鳥 の巣であった こと
か ら、そ こに蜜蜂が巣 を作 るとい うよりは、椋 鳥が帰 って きて再 び巣 を作 る方が 自然であ る。
そ こで椋鳥へ の懇願、 「戻 って きて再 び巣 を営 んで くれ」 とも考えるこ ともで きる。 さらに連想
して、鳥が行 き交 うよ りも、や は り人間 に尋 ねて きて欲 しいはず であるか ら、 人間 に発せ られ
た もの とす る。「誰か、椋 鳥の空 き家 に きて巣 を作 って くれ。 もち ろん 「椋 鳥の空 き家」 とは
「階段の家」の ことであ る。」 しか し、人 間が巣 を作 るの はおか しい。では、「巣 を作 る」 という
意味で使 われてい る場合 の"build"は自動詞 の用法 であるが、他動詞用法であって、 目的語が省
略 されてい るもので ある と考 え、"buildrelationships"「関係 を築いて くれ」 とす ることが でき
ないか。つ ま り 「誰 か、情報が空 っぽの階段 の家 に来 て関係 を築 いて くれないか」 とい う祈 り
になるのではないか。「蜜蜂 よ」 とい う呼びかけが ないため、誰で も、何 で もいいか ら願 いを聞











昨晩、やつ らは血 まみれのあの若い兵士の死体 を
運び道路 を下 っていった。
椋鳥 ノ空キ家二来テ巣 ヲ作 ッテ クレ。
第3連 では、初め て"civilwar"「内戦」 という語句 が使われ ている。 この ことか ら、何 が起 き
てい るのか、 イ ェイ ツ自身が理解 し始めてい ることが わかる。 これ まで は、漠然 と 「人が殺 さ
れ、家が焼 かれる」 とい う真偽 のわか らない情報だ けで あった ものが、「石 や木のバ リケ ー ド」
とい う具体 的な ものがイ ェイッの周 りに も配 され、 いよい よ恐怖 が形 となって迫 って きた。そ
して決定的 な もの、つ ま り 「血 まみ れの若い兵士の死体」 をイェイ ツ自身が直接 目の当た りに
して、「死」 を実感す る。第3連 は、具体的 な描写のみが書かれ てい る。特 に1、2行 目は、名
詞が並べ られているだけである。思索 をする余裕 さえ奪 われて しまっているので あろう。
この ような危機 の中、 リフレインでは何 を意味 してい るのであろ うか。 もはや 目前 に危 機が
迫 って いる以上、抽象 的 な懇願 では な く、 具体 的 な懇 願の はず であ る。 では検 討 してみ よう。
この連 も 「蜜蜂 よ」 とい う呼 びか けはない。やは り 「誰 で も、何 で もいいか ら、頼 む」 とい う
感 じであろ う。そ して文字通 り読めば、「椋鳥 ノ空キ家二来 テ巣 ヲ作 ッテ クレ」 と象徴 的 な懇願
であ るが、"build"を他動詞 とし、 目的語が省 略 されて いる と考 えれば、具体的 な懇願 に なる。
"buildbarricades"とすれば、 目前の暴力 を防 ぐべ く、「バ リケー ドを立 てて くれ」 となる。"the
emptyhouseofthestare"は「バ リリー塔」 とな り、 「バ リリー塔 の中にバ リケー ドを立 てて く
れ」 と懇願 しているのであ る。建物 の中にバ リケー ドを立 てるのは、 常識的 には考 え られない
が、所構 わず といった危機感 が感 じられる。
次 に、"buildagravestone"として考 えてみ よう。「若 い兵士」 の死 を悼み、 「墓石 を建 てて く
れ」 と哀悼 の祈 りを捧 げているこ とになる。 では"theemptyhouseofthestare"は何 を象徴 して
いるのか。内戦 では若者 たちが血 を流 し死 んでい く。 アイルラ ン ドか ら若 者たちが居 な くな り
"empty"になってい く。す なわち、 アイルラ ン ドを象徴 してい るのである。 「アイ ルラ ン ドに若








我 々は空想 で心 を養 って きた。
心 はその食べ物 のせ いで残忍 になった。
我 々の愛 の中 よりも、憎 しみの中に
養分 があるのだ。ああ蜜蜂 よ、
椋 鳥 ノ空キ家 二来テ巣 ヲ作 ッテク レ。
第4連 で は再 び抽象 的な瞑想 に戻 るが、 これ まで の第1連 か ら第3連 まで を受 けて、内戦 に
対す るイェイツの憂い を表明 してい る もの と捉 えるこ とが で きる。アイル ラン ドは民族一丸 と
な り、過酷 な独 立闘争 を して きた。 イェイ ツは文芸復興運動 の指 導的立場 にな り、民族意識 を
鼓舞 していた。 イェイツがその ように意図 しなかったこ ととは言 え、戯曲CathleenniHoulihan
(1902)が、その内容 ゆえ若者たち を武力 闘争へ と駆 り立 てる一要因 とな り、多 くの血が流れた。
「我 々は空想 で心 を養 ってきた。心 はその食べ物のせいで残忍 にな った」 とは この ことを暗示 し
てい るのではないか。血 を流 す ことに慣れ て しまった心 は残忍 にな り、独立が達成 された後 も、
憎 しみ の対象 を英 国か ら、同 じ民族 に代 え、血 で血 を洗 う、無益 な内戦 を繰 り広げてい るこ と
を嘆 き、 自分が行 った行動 に自身が もてな く、不安 になっていたのではないだろうか。
で はリフ レイ ンで何 を祈 ってい るのか。"Ohoney-bees"「ああ蜜蜂 よ」 と、再び蜜蜂 に懇願
をす る。"theemptyhouseofthestare"をアイルラ ン ドとみ なせば、第1連 で蜜蜂 に 「塔 を元通
りに修 理 して くれ」 と懇願 した の と同様 に、 「アイル ラ ン ドを元通 りに戻 して くれ」 つ ま り、
「同 じ民族 同士が憎 しみ合 わない平和 なアイ ルラン ドに戻 して くれ」 と懇願 している と捉 えるこ
とがで きる。
次 に"theemptyhouseofthestare"をバ リリー塔 としてみよう。バ リリー塔 は、 イェイツの精
神 を象徴す る ものであ るとい うこ とは、広 く知 られ ている。 ここでは、 イェイ ツ自身が行 って
きた活動へ の 自信 が揺 らいでい るこ とと、精神 の象徴 である塔 の石壁 が緩 み、ひび割れてい る
ことを重ねてい ると考 える。すなわち、 「塔 の石壁 と同 じように揺 らぐイェイツ 自身の芸術家 と
しての 自信 を、元 通 りに直 して くれ」 と懇 願 している ように も解釈 で きる。 つ ま り第4連 は、
第1連 か ら第3連 まで と結 びつ き、平和へ の祈 りと、 自分 自身の芸術へ の迷い を表明 してい る
のであ る。
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W.B.Yeatsの`Stare'sNestbyMyWindow'を読 む(佐 久 間思 帆)
お わ り に
本 小 論 で は 、`Stare'sNestbyMyWindow'を、 リ フ レ イ ン は 単 に 同 じ言 葉 を 繰 り返 す だ け の
も の で あ る 、 と い う 先 入 観 を 取 り 除 い て 考 察 して き た 。 リ フ レ イ ン は 、 繰 り返 さ れ る ご と に 、
詩 本 体 と 呼 応 し て 、 内 包 さ れ て い る 意 味 が 変 容 し て ゆ く。 そ れ だ け で な く、 リ フ レ イ ン に は 多
重 に 意 味 が 重 ね ら れ て い て 、 今 度 は 逆 に 、 詩 本 体 を 意 味 的 に 深 め て い る の で あ る 。 イ ェ イ ツ は
リ フ レ イ ン 使 い の 名 手 で あ る と い う こ と は 有 名 で あ る が 、 特 に こ の 詩 に お け る リ フ レ イ ン の 効
果 は す ば ら し い と 思 う 。 同 じ 言 葉 を 繰 り返 す た び に 強 く な る 祈 り と、 そ の 反 面 、 繰 り返 さ れ る
が た め に 変 化 す る祈 りの 含 意 は 、 イ ェ イ ツ の 心 の 揺 れ 、 不 安 を 見 事 に 表 現 し て い る の で は な い
だ ろ う か 。
〔注 〕
(1)本 論 中 の テ キ ス トはDanielAlbright編集 のThepoems(Londn:Dent,1990)を使 用 。
(2)W.B.Yeats,Autobiographies(London:Macmillan,1955)579-580
(3)HaroldBloom,Yeats(NewYork:OxfordUniversityPress,1972)354
(4)イ ェ イ ツ全 詩 作 品 中 、椋 鳥 は2作 品 、 こ の詩 とTheWanderingsofOisinのみ で あ る。TheWanderings
ofOisinでは 椋 鳥 を"staling"と綴 って い る こ とか ら、 特 に ど ち らか に統 一 して い た わ け で は な い こ と
が わ か る。A.N.Parrish,ed.,AConcordancetothePoemsofW.B.Yeats(lthaca:ComellUniversity
Press,1963)を参 照。
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